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法定検査における目視検査でのドローン活用に関する

KHKS保安検査基準等の質疑応答を公表 

保安検査、定期自主検査を含む高圧ガス施設の法定検査において、目視検査の方法とし

てドローンに搭載されたカメラの使用について検証されており、今後その活用が期待され

ています。（経済産業省 第 16 回 産業構造審議会 保安・消費生活用製品安全分科会 高

圧ガス小委員会（2020年 3月 12日開催）等）。 

令和 2 年 10 月 30 日、高圧ガス保安法令を所管する経済産業省において、同法に基づ

く完成検査及び保安検査の目視検査でカメラを搭載したドローン等を活用した検査を可

能とするため、完成検査の方法及び保安検査の方法の改正（関係規則改正及び通達改正）

が行われました（令和 2年経済産業省令第 82号、20201014保局第 1号）。 

高圧ガス保安協会では、保安検査基準（KHKS 0850 シリーズ）及び定期自主検査指針

（KHKS 1850 シリーズ）に規定される目視検査においても、同様の検査を可能とするた

め、「定期自主検査指針・保安検査基準解釈専門分科会」において審議、書面投票を経て

質疑応答を作成し、令和 2年 11月 12日付けにて公表しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（上記質疑応答及び過去に制定した質疑応答は以下Webサイトに掲載しています。） 
https://www.khk.or.jp/technical_standards/khks0850_khkklks0850.html 

保安検査基準（KHKS 0850 シリーズ）及び定期自主検査指針（KHKS 1850 シリーズ）にお

ける、目視検査において、カメラを搭載したドローン等の活用が可能であると明確にするため、

これら基準、指針に係る質疑応答 KHK Interpretation を公表しました。 
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